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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年8月29日(2013.8.29)

【公開番号】特開2012-42560(P2012-42560A)
【公開日】平成24年3月1日(2012.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-009
【出願番号】特願2010-181716(P2010-181716)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/04    　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｂ   7/04    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  17/02    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月16日(2013.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記電極膜上における前記固定用部材側に設けられ、前記加熱用電圧が供給される複数
の固定電極を備え、
　前記ポリマーアクチュエータ素子は、前記複数の固定電極間の領域において前記固定用
部材側の端部からその反対側に向けて形成され、各膜が切り抜かれてなる第１の切り欠き
部を有する
　請求項４に記載の駆動装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記電極膜上における前記固定用部材側に設けられ、前記加熱用電圧が供給される複数
の固定電極を備え、
　前記ポリマーアクチュエータ素子は、前記複数の固定電極間の領域において前記固定用
部材側の端部からその反対側に向けて形成され、前記一対の電極膜が選択的に切り抜かれ
てなる第２の切り欠き部を有する
　請求項４に記載の駆動装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
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　図２に示したように、筐体１１Ａの他方側の面にはカバーガラス１６が配設されている
と共に、筐体１１Ａ内部のカバーガラス１６に対応する位置に撮像装置２が設けられてい
る。この撮像装置は、物体側（カバーガラス１６側）に配置されたレンズモジュール４と
、像側（筐体１１Ａの内部側）に配置された撮像素子３とにより構成されている。撮像素
子３は、レンズモジュール４内のレンズ（後述するレンズ４８）により結像されてなる撮
像信号を取得する素子である。この撮像素子３は、例えば電荷結合素子（ＣＣＤ：Charge
 Coupled Device）やＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）を搭載した
イメージセンサからなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　固定用部材４２は、ポリマーアクチュエータ素子４４１，４４２の一端をそれぞれ固定
するための部材であり、例えば液晶ポリマー等の硬質な樹脂材料からなる。この固定用部
材４２は、像側（図３および図４における下側）から物体側（上側）へと向けて配置され
た、下部固定用部材４２Ｄ、中央（中部）固定用部材４２Ｃおよび上部固定用部材４２Ｕ
の３つの部材からなる。下部固定用部材４２Ｄと中央固定用部材４２Ｃとの間には、ポリ
マーアクチュエータ素子４４１の一端および固定電極４４０Ａ，４４０Ｂ，４４０Ｃ，４
４０Ｄの一端がそれぞれ、挟み込まれて配置されている。一方、中央固定用部材４２Ｃと
上部固定用部材４２Ｕとの間には、ポリマーアクチュエータ素子４４２の一端および固定
電極４４０Ａ，４４０Ｂ，４４０Ｃ，４４０Ｄの他端がそれぞれ、挟み込まれて配置され
ている。また、これらのうちの中央固定用部材４２Ｃには、レンズ保持部材４３の一部（
後述する保持部４３Ｂの一部）を部分的に挟み込むための開口４２Ｃ０が形成されている
。これにより、レンズ保持部材４３の一部がこの開口４２Ｃ０内を移動できるようになる
ため、スペースを有効活用することができ、レンズモジュール４の小型化を図ることが可
能となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　一方、制御部４５２が加熱用電圧Ｖｈを供給する必要があると判定（決定）した場合に
は（ステップＳ１３：Ｙ）、次に制御部４５２は、上記した環境温度Ｔに基づいて、供給
する際の加熱用電圧Ｖｈの大きさおよび波形等を判定（決定）する（ステップＳ１５）。
具体的には、加熱用電圧Ｖｈの大きさ（電圧値）、直流（ＤＣ）電圧もしくは交流（ＡＣ
）電圧のいずれであるのか、交流電圧の場合にはその周波数等である。なお、このとき同
じ加熱用電圧Ｖｈを供給する場合、固定電極４４０Ａ，４４０Ｂ，４４０Ｃ，４４０Ｄの
抵抗値が低いほうが、ポリマーアクチュエータ素子４４１，４４２における発熱量が大き
いことになる。これは、ジュール熱Ｑ＝（駆動用電圧Ｖｄ2／固定電極の抵抗値Ｒ）とい
う関係式によるものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　次に、電圧供給部４５１は、このようにして制御部４５２によって決定された加熱用電
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圧Ｖｈを、ポリマーアクチュエータ素子４４１，４４２へ供給する（ステップＳ１６）。
そして、制御部４５２は、例えばユーザからの司令等に応じて、図１２に示した加熱制御
全体を終了させるか否かを判定する（ステップＳ１７）。そして、加熱制御を終了させな
い（続行する）と判定した場合には（ステップＳ１７：Ｎ）、再び前述したステップＳ１
２へと戻る一方、加熱制御を終了させると判定した場合には（ステップＳ１７：Ｙ）、全
体の制御が終了となる。
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